
新
刊

平
山
玄
著

『
同
志
社
高
商
・
商
学
部
物
語
』

さ
れ
た
。

B
6
版
二
百
五
十
頁
の
写
真
入
り
で
、
こ
れ
を

出
版
さ
れ
る
に
つ
い
て
、
先
生
は
古
い
樹
徳
会
報

や
学
校
要
覧
を
参
考
に
し
、
そ
れ
に
十
二
人
の
高

商
生
に
会
っ
て
在
学
時
代
の
思
い
出
を
録
音
さ
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
高
商
史
に
は
生
き
た
証

言
,
か
随
所
に
織
り
こ
ま
れ
て
い
る
。

例
え
ぱ
、
昭
和
十
年
同
志
社
の
屋
台
骨
を
ゆ
る

が
せ
た
神
棚
事
件
も
、
い
ま
や
遠
く
古
い
一
つ
の

思
い
出
と
し
て
埋
没
し
よ
う
と
し
て
い
る
や
さ

き
、
当
時
の
事
件
の
内
容
が
薯
書
の
な
か
で
再
現

さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

同
じ
年
の
秋
の
台
風
で
倒
壊
し
た
剣
道
場
開
き

に
、
神
棚
を
祀
っ
た
。
当
時
の
剣
道
部
長
で
あ
り

宗
教
部
長
の
K
教
授
が
、
袖
棚
を
み
て
ぴ
っ
く
り
、

席
を
立
っ
て
帰
っ
て
し
ま
わ
れ
た
こ
と
で
問
題
が

大
き
く
な
り
、
神
棚
を
船
ろ
せ
、
お
ろ
さ
ぬ
と
、

学
内
は
二
つ
の
意
見
が
分
か
れ
、
当
時
の
師
団
司

令
部
が
来
た
り
校
長
の
進
退
問
題
に
ま
で
発
展
し

た
。
学
生
に
す
れ
ぱ
、
当
時
の
風
潮
と
し
て
、
武

道
場
に
神
枷
を
祀
る
の
は
常
識
だ
っ
た
か
ら
祀
っ

た
だ
け
で
あ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
で
神
棚

を
ま
つ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
先
輩
か
ら
学
校
の

規
則
に
ふ
れ
る
こ
と
は
い
け
な
い
と
た
し
な
ま

同
志
社
大
学
名
誉
教
授
平
山
玄
先
生
は
、
同
志

社
,
向
等
高
業
学
校
の
最
後
の
教
授
で
、
高
商
か
廃

校
と
な
り
商
学
部
が
で
き
た
あ
と
も
引
き
つ
づ
き

教
授
を
つ
と
め
、
在
職
三
十
五
年
の
の
ち
、
こ
と

し
の
三
月
定
年
退
職
さ
れ
た
。
平
山
先
生
は
、
こ

の
退
職
を
機
会
に
、
高
商
教
授
の
皷
終
ラ
ソ
ナ
ー

と
し
て
何
か
を
残
し
て
船
き
た
い
と
の
意
図
の
も

と
に
、
『
同
志
社
高
商
・
商
学
部
紹
』
を
出
版

尋
踊
研
誰
誘

れ
、
う
や
む
や
の
う
ち
に
神
棚
を
船
ろ
し
た
こ
と

で
問
題
は
円
満
解
決
し
た
。
以
上
は
一
例
に
す
ぎ

な
い
が
、
高
商
史
は
、
い
ろ
い
ろ
な
内
外
の
変
化
に

対
し
て
高
商
ボ
ー
イ
ズ
が
い
か
に
感
じ
、
行
動
し

九
か
の
人
間
ド
ラ
マ
が
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

ま
九
、
昭
和
十
八
年
以
降
の
経
専
・
商
学
部
史

は
、
先
生
の
経
験
と
器
を
も
と
に
書
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
生
徒
の
側
か
ら
で
な
く
、
先
生
が
教

員
の
立
場
か
ら
み
ら
れ
た
歴
史
で
、
経
専
、
商
学

部
物
語
り
で
あ
っ
て
、
い
わ
ぱ
正
史
で
た
く
外
史

で
あ
る
。

最
後
の
五
十
余
頁
は
先
生
の
随
筆
が
収
録
さ
れ

い
る
。

辻
野
功
著

『
明
治
社
会
主
義
史
論
』

(
船
越
精
之
助
・
樹
徳
会
)

本
書
の
茗
者
は
京
都
芸
狸
期
大
学
助
教
授

(
同
志
社
大
学
法
学
語
託
誰
師
)
の
政
治
学
(
思
想

史
専
墓
者
で
あ
る
本
書
の
全
体
は
二
部
に
分

法
律
交
化
社
、
 
B
6
版

ニ
ニ
三
頁
、
一
、
五
0
0
円
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か
れ
て
い
て
、
社
会
主
筏
、
労
働
運
動
の
運
動

篇
と
、
片
山
潜
、
幸
徳
秋
水
、
石
川
三
四
郎
、
安

部
磯
雄
の
「
人
物
篇
か
ら
成
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
ま
ず
著
者
は
、
社
会
主
義
運
動
暴
前

の
挫
折
を
、
主
体
的
な
プ
ル
ジ
,
ア
・
デ
モ
ク
ラ

ツ
ー
の
歴
史
的
愆
義
を
評
価
し
て
こ
な
か
っ
た
点

に
求
め
て
い
る
そ
倫
輕
ま
た
日
本
資
本
主

義
の
構
造
分
析
で
対
決
し
姦
前
の
「
講
座
派
」

と
「
労
農
派
」
慰
起
さ
せ
る
。
今
後
ブ
ル
ジ
,

ア
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
発
展
過
程
を
実
証
す
る
社

会
主
義
運
動
体
の
掘
り
起
こ
し
を
期
待
し
た
い
。

ま
た
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
は
、
労
働
運
動
と
消

費
組
合
運
動
の
結
ぴ
つ
き
の
研
究
で
あ
る
。
そ
れ

は
著
者
の
片
山
・
石
川
ら
の
研
究
か
ら
必
然
的
で

は
あ
る
が
、
ま
た
著
者
の
属
す
る
同
志
社
大
学
人

女
研
(
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
班
」
)
で
の
共

同
研
究
の
一
つ
の
成
果
で
も
あ
る
。

労
働
運
動
が
労
勧
者
の
社
会
的
、
経
済
的
、
政

治
的
な
自
衛
と
独
立
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
な
ら

ぱ
、
彼
ら
の
生
活
権
擁
護
の
た
め
の
消
費
(
生
活

協
同
)
組
合
の
組
織
化
が
大
き
な
戦
略
目
標
で
あ

つ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
片
山
は
、
資
木

主
義
経
済
か
ら
社
会
主
義
経
済
へ
の
移
行
期
に
、

「
制
限
社
会
主
義
」
(
七
十
五
亘
と
し
て
の
非
個

人
的
な
共
働
事
業
を
求
め
た
。
こ
れ
が
、
社
会
主
綻

の
実
織
習
で
あ
り
、
而
組
合
の
事
業
で
も
あ

る
消
費
組
合
運
動
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
彼
ら
の
平

和
運
動
へ
の
道
を
開
い
て
賀
川
豊
彦
ら
に
受
け
継

が
れ
、
小
プ
ル
ジ
"
ア
を
含
む
生
活
権
運
動
と
な

つ
た
と
こ
ろ
は
、
さ
ら
に
発
掘
し
て
ゆ
く
必
要
か

あ
る
だ
ろ
う
。
本
だ
統
く
「
大
正
、
昭
和
の
汁

会
主
裳
史
倫
」
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
第
二
部
「
人
物
」
復
茗
者
の
得
意
と

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
九
だ
石
川
三
四
郎
論
の
小

で
、
「
海
老
名
蝉
正
と
の
関
連
と
し
て
」
対
象
的

に
述
べ
ら
れ
、
そ
の
海
老
名
の
戦
争
論
が
「
霊
的

王
国
」
で
は
否
定
的
に
、
「
政
治
的
国
家
」
で
は

肯
定
的
(
一
六
一
頁
)
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
海
老
名
の
荒
弁
弧
史
観
の
ご
需

か
ら
す
れ
ぱ
ど
ぅ
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
は
、
茗
者
の
場
合
、
最
後
の
安
部
磯

住
、
み
ら
れ
る
。
安
部
が
「
精
神
的
問
題
」
と

物
質
的
問
題
を
解
決
す
る
も
の
は
、
前
者
が

キ
リ
ス
ト
教
後
者
が
社
会
主
義
(
根
本
的
)
と

社
会
事
業
(
応
急
的
)
で
あ
っ
た
、
と
し
て
「
両

者
を
別
個
の
も
の
」
(
一
九
一
亘
と
見
つ
つ
、

人
道
主
義
と
い
う
紐
帯
」
(
同
真
に
ょ
っ
て

装
合
っ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
る
。

さ
て
彼
の
人
道
主
義
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

第
二
回
普
選
(
一
九
三
0
年
旦
後
の
こ
の
社
会

民
衆
党
委
員
長
は
、
「
私
は
社
会
主
義
を
云
う

も
、
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
な
い
人
と
私
の
考
え
は

'
う
。
と
し
て
、
ロ
シ
ア
革
命
を
批
判
し
、
「
キ

リ
ス
ト
の
云
っ
た
如
く
、
剣
を
と
る
者
は
剣
に
て

亡
ぶ
る
の
で
あ
る
」
(
一
九
三
0
年
六
月
五
日
付
「
基

督
教
世
界
」
(
週
刊
)
四
亘
と
訴
え
、
絶
対
的
で

宗
教
的
な
他
者
愛
、
そ
こ
か
ら
出
る
無
抵
抗
主
淺

を
も
っ
て
平
和
の
政
治
と
社
会
事
業
を
求
め
る
。

第
一
回
普
選
以
来
、
当
選
四
回
の
無
産
政
党
人

と
し
て
活
躍
す
る
さ
中
に
も
、
安
部
に
は
こ
の
よ

う
な
政
治
哲
学
が
あ
っ
た
。
「
私
は
あ
く
ま
で
牧

師
で
あ
る
。
(
中
略
)
か
か
る
意
味
に
於
て
私
が

^
育
家
に
な
っ
九
り
、
^
治
家
に
な
っ
た
り
し
九

こ
と
は
堕
落
で
は
な
い
。
」
(
一
九
三
0
年
流
月
十

五
日
付
同
上
舐
四
頁
)
と
さ
え
説
く
の
で
あ
る
0
 
こ

の
神
学
的
考
宰
を
抜
い
た
と
こ
ろ
で
み
る
か
ぎ

り
、
安
部
た
ち
の
社
会
主
義
は
、
真
相
を
突
か
れ

ぬ
ま
ま
、
「
社
会
フ
ァ
シ
ス
ト
」
呼
ぱ
わ
り
で
、

そ
れ
以
上
は
追
跡
、
評
価
さ
れ
な
い
も
の
な
の
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
辻
野
氏
の
本
書
を
通

し
て
啓
蒙
さ
れ
る
こ
と
し
き
り
で
あ
る
。
著
者
の

活
躍
を
祈
っ
て
筆
を
船
く
。

(
武
邦
保
・
女
子
大
学
教
授
)
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